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中国語教育におけるモバイルラーニング教材の開発
－開発初期段階の報告と、初歩的な評価について－
三　枝　裕　美
Development of mobile learning teaching materials in Chinese education
－ Report at development early stage and Preliminary evaluation －
SAIGUSA Hiromi
Abstract
　A learning with a personal computer has already become natural environment with the rapid spread of the 
Net in the education of foreign languages. However, it is not possible to study really anytime and anywhere. 
Because it is necessary to sit in front of the personal computer, it doesn't actually become study that exceeds the 
time-space in the fullest sense.
　Then, having appeared for these several years is a mobile learning. This thesis introduces the experience of 
the mobile teaching materials development of Chinese.
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１　はじめに
　外国語教育においてパソコンを用いる eラーニングは、インターネットの急速な普及ともあいまっ
て、すでにあってあたりまえの環境になってきている。しかし本当に「いつでも、どこでも」とはい
かず、実際には教室であれ自宅であれ、パソコンの前に座らなければならないので、真の意味で時空
を超えた学習にはなっていない。
　そこにここ数年登場してきたのがモバイルラーニングである。まず iPod での Podcast 配信という手
段が注目されるようになった。筆者も自サイト（「パンダと学ぶ中国語」http://saigusa.com/）のかな
りの部分を Podcast 配信している。これなら、手軽に「いつでも、どこでも」学習が実現できる。た
だし、Podcast は一方的に音声や映像が流れてくるだけなので、通学途中などでの学習には最適であ
る反面、もう少しインタラクティブなものを作りたくなる。
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　そこで高機能携帯電話 iPhone で動くアプリケーションを作成することにした。iPhone は最近急速
に普及してきているし、なにより制作ツールの iPhone SDK（動作・開発環境は Mac OS に限られる）
が Apple 社から無償で提供されていて、また有償契約を結べば App Store（iTunes Store の iPhone 版の
ようなもの）から発信することができるからである。とりあえずはシンプルにメニューをたどり、文
字と画像と音声再生ボタンを配置したものを作った。あえて単純にすることで、他の語学の先生方に
雛型として使っていただこうという意味もある。
２　iPhone SDK のインストール
iPhone SDK は　iPhone Dev Center からダウンロードする。
http://developer.apple.com/iphone/index.action
2010 年８月現在のバージョンは４である。
ダウンロードした SDK は Mac 上で以下のように見える。この中の Developer フォルダを用いる。
図１　iPhone Dev Center
図２　iPhone　SDK
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SDK の中でも用いるのはエディタの Xcode とインターフェースを作成する interface Builder である。
３　教材の作成手順
3.1　Navigation ベーステンプレートの使用
　iPhone SDK のコードは Xcode で書いていくが、最初から６種類のテンプレートが用意されている。
ここでは目次を持った構造にしたいので、新規プロジェクトの作成で「Navigation vased Application」
を選ぶ。
するとすでにいくつかの部品が出来上がっている。
図３ Xcode と interface Builder
図４　Navigation ベーステンプレート
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3.2　新規ファイルの追加
　教材内容のページを作成するために、新規ファイルを追加する。テンプレートは「UIViewController 
subclass」を選び、「オプション」の「With XIB for user interfase」にチェックを入れておく（XIB はユー
ザーインタフェース用のリソースファイル）。
図５　初期画面
図６　UIViewController subclass
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　ファイル名を入れる段階で「～ .h も作成」（インターフェースファイルが .h ファイル、ちなみに保
存される .m ファイルは実装ファイル）にもチェックを入れておく。これで「.h」「.m」「.xib」の 3種
類が追加される。
図７　ファイル名
図８　３つのファイルが作成されたところ
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3.3  音声の再生
　音声の再生には AV Foundation フレームワーク（フレームワークとは、特定の場面や分野に関連す
る機能の単位）を用いる。プロジェクトにフレームワークを追加するのには Frameworks フォルダを
control キーを押しながらクリックし、追加→既存のフレームワークで選択する。
3.4  リソースの追加
　jpeg や mp3 などの画像や音声のリソースは Recourses フォルダにドラッグ＆ドロップする。
図９　AV Foundation フレームワーク
図 10　リソースの追加
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４　完成したアプリケーション
図 11　アイコンが青いパンダが初級編ピンクが旅行会話編 図 12　「パンダと学ぶ中国語初級編」初期画面
図 13　「パンダと学ぶ中国語初級編」目次画面 図 14　「パンダと学ぶ中国語初級編」内容画面
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図 15　「パンダと学ぶ中国語旅行会話編」初期画面 図 16　「パンダと学ぶ中国語旅行会話編」目次画面
図 17　「パンダと学ぶ中国語旅行会話編」内容画面
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５　app store への登録
　app store への登録は iPhone Dev Center の… iPhone Provisioning Portal で数々の手続きを経て iTunes 
Connect より申請を行う。認可されると下図のように登録される。筆者は 2009 年の 12 月に「パン
ダと学ぶ中国語初級編第 1課」を登録して以来、３課までは１課ずづ認可されてきたのだが、それ
以降は全部一つにまとめるようにとの Apple 社の要請により、初級編全 10課で一つ、旅行会話編全
20課で一つのアプリケーションにまとめた。
６　評価
　授業ではパソコンを用いており、学生で iPhone を所有している者が少ないので、授業での評価は
できない。
　app store ではこれらのアプリケーションは全課まとめた分の評価はまだ出ていないので、初級編第
３課のカスタマー評価を以下に提示する。11111
図 18　app store
図 19　app store カスタマー評価
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　おおむね好意的に捉えられているが、低い評価もある。この原因として、パソコンでは言い換え練
習や参考文、文法事項の解説が入っているが、iPhone アプリでは単純な本文再生しかしていないこと
が考えられる。
　また卒論指導をしている学生といっしょに、5人の中国語を専攻している学生を対象にアンケート
調査を行った。その中に「パンダと学ぶ中国語」があるので引用する。（注１）
＜アンケート結果＞
Ｑ１，アプリの操作性はどうか。…
Ｑ２，アプリの有用性はどうか…
Ｑ３，PC の学習教材と比較して使い勝手はどうか…
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Ｑ５，自由記述…
1、発音も聞けるし、基礎的な会話の勉強もできて良いと思う。
2、一年生の復習ができるのでとても勉強になります。
3、初心者にとってはとても使えるアプリだと思う。
4、教科書に似ているところもあるけど、読み上げてくれるのは助かる。
　こちらは非常に好評である。かつてパソコンの授業を受けていた学生たちなので、手のひらサイズ
で復習できるのがよかったかと考えられる。
７　おわりに
　機器は急速に進化しつつある。外国語学習には iPhone ！（または iPod touch、iPad）という時代も
現実のものとなるように思われる（注２）。中国語では昨年筆者が最初に登録したときは数社しかア
プリケーションを出していなかったが、現在は非常に多くの教材が登録されている。今後さらに充実
していくであろう。
「注」
（注１）
「モバイルを活用した外国語学習」　吉川隆道　2010 年度卒論
（注２）
外国語学習ではないが、青山学院大学社会情報学部では、2009 年５月に学部生全員、専任教員と関
連職員の合計 560 名に iPhone を配布した。「青山学院大学社会情報学部における iPhone の導入」宮
治裕・飯島康裕『Computer&Edication』Vol.28 CIEC　(2010)
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